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[

町
内
ニ
ュ
ー
ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す]

ン
モ
リ
ッ
ツ
と
の
交
流
は
、
公
式
訪

問
や
ス
キ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
相

影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

留
学
中
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
て
過
ご
し
な
が
ら
、
学
校
訪
問
や

文
化
体
験
を
通
じ
て
現
地
の
人
と
交
流
し
ま

す
。
留
学
生
の
多
く
は
異
国
の
地
の
生
活
・

サ互派
遣
、
絵
画
の
贈
呈
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
最
も
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
で
す
。

　

青
少
年
交
流
事
業
と
い
う
形
で
、
交
互
に

短
期
留
学
生
を
派
遣
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
町
の
中
学
生
・
高
校
生
を
２
〜
３

人
ず
つ
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
異
国
の
生
活
、
文
化
、
教

育
等
の
体
験
を
通
じ
て
互
い
の
視
野
を
広

め
、
両
都
市
の
友
好
関
係
を
深
め
る
こ
と

第 11回『子どもたちの交流』

文
化
に
触
れ
る

こ
と
に
興
味
を

持
っ
て
お
り
、

と
て
も
充
実
し

た
日
々
を
送
る

こ
と
が
で
き
て

い
る
よ
う
で

す
。

　

今
年
の
５
月

に
行
わ
れ
た
姉

妹
都
市
提
携
50

周
年
記
念
式
典

に
お
い
て
、
ア

ス
プ
リ
オ
ン
サ

を
目
的
と
し

て
、
平
成
８
年

（
１
９
９
６
年
）

に
倶
知
安
の
中

高
生
２
名
を
サ

ン
モ
リ
ッ
ツ
に

派
遣
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

そ
の
後
18
年
に

渡
っ
て
交
流
事

業
が
続
い
て
お
り
、
今
年
は
倶
知
安
か
ら
中

高
生
２
名
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
50
年
の
歴

史
の
中
で
、
最
も
長
く
続
い
て
い
る
交
流
事

業
で
す
。

　

倶
知
安
か
ら
は
９
回
計
21
名
、
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
か
ら
は
６
回
計
13
名
が
留
学
生
と
し

て
行
き
来
し
て
い
ま
す
。
倶
知
安
か
ら
の
留

学
生
の
中
に
は
、
留
学
を
通
じ
て
海
外
へ
の

興
味
を
さ
ら
に
高
め
、
ド
イ
ツ
語
を
習
得
し

た
人
や
、海
外
に
移
り
住
ん
だ
人
も
い
ま
す
。

12
〜
18
歳
で
海
外
へ
行
き
、
そ
こ
で
見
聞
を

広
め
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な

ン
モ
リ
ッ
ツ
市

長
か
ら
、
こ
の

青
少
年
交
流
に

も
っ
と
力
を
入

れ
て
い
き
た
い

と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
も
、
若
い
世
代
の
成
長
の
機
会
と

し
て
、
青
少
年
交
流
を
重
要
視
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
留
学
生
本
人
に
と
っ
て
は
海
外
で

学
ぶ
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
倶
知
安
と
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
に
と
っ
て
は
、
お
互
い
の
友
好
発

展
に
つ
な
が
る
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
町

と
し
て
も
、
こ
の
理
想
的
な
交
流
事
業
を
今

後
も
継
続
・
発
展
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

11 月号

　（
倶
知
安
俳
句
会
）

　

平
成
元
年
「
葦
牙
」
と
「
河
」
の
同
人
と
な
り

自
己
研
鑽
を
重
ね
、
14
年
北
海
道
俳
句
協
会
「
鮫

島
賞
」
を
受
賞
。
会
の
合
同
句
集
「
葦
穂
波
」
の

発
行
、
後
志
俳
句
大
会
で
は
長
年
に
わ
た
り
特
別

選
者
を
務
め
、
広
い
視
野
か
ら
本
会
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
る
。

　（
扇
和
会
）

　

設
立
当
初
か
ら
、
会
長
と
し
て
会
を
取
り
ま
と

め
、
町
芸
能
赤
十
字
奉
仕
団
に
入
団
、
全
道
芸
能

大
会
、
町
主
催
の
文
化
祭
、
そ
の
他
諸
行
事
、
施

設
慰
問
等
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
参
加
。
会
の
親

睦
、
若
手
育
成
に
尽
力
し
、
温
厚
誠
実
な
人
柄
は

深
く
慕
わ
れ
て
い
る
。

（
倶
知
安
陶
芸
愛
好
会
）

　

入
会
以
来
、
会
の
発
展
に
寄
与
し
積
極
的
か
つ

懇
切
に
後
輩
の
指
導
を
行
う
。
公
民
館
講
座
の
指

　

倶
知
安
町
文
化
協
会 

（
堀　

敏
久
会
長
）
の
文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞
が
決
ま
り
、
今
年
は
、
文
化
賞

に
３
氏
、
文
化
奨
励
賞
に
３
氏
が
選
ば
れ
、
11
月
３
日
（
祝
）
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
町
総
合
文

化
祭
の
席
上
、
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　11 月 3 日（祝）に開催さ

れる芸能発表会の日程は次の

とおりです。ぜひお越しくだ

さい。

■内容・開催時間／

○芸能発表会（１部）

　　12:00 ～ 13:30

○文化賞・文化奨励賞表彰式

　　13:45 ～ 14:30

○芸能発表会（２部）

　　14:40 ～ 17:30

導
を
は
じ
め
、
幼
稚
園
児
や
小
学
生
、
父
母
を
対

象
と
し
た
陶
芸
の
裾
野
を
広
げ
る
活
動
を
長
年
に

わ
た
り
続
け
て
お
り
、
陶
芸
技
術
の
創
造
、
継
承

に
貢
献
し
て
い
る
。

▽（
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル
）

▽（
北
海
道
詩
吟
連
盟
倶
知
安
支
部
）

▽（
倶
知
安
短
歌
会
）

文
化
賞
・
文
化
奨
励
賞
に
６
氏

文

化

賞

文
化
奨
励
賞

中
野

彰
一

氏

川
角

ハ
ツ

氏

西
野

秀
子

氏

鈴
木

君
子

氏

足
立

日
出
雄

氏

真
吉

千
恵

氏

△最初の留学生（写真中央男女）

△今年の留学生△昨年倶知安に来た留学生
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お知らせ第 5弾

平成 27年 3月から

もやせるごみの固形燃料化を開始します

それに伴い、いよいよ来月から

します。

変更点

もやせるごみから衛生ごみを分ける

 ( 衛生ごみとは：おむつ・生理用品・

在宅医療器具・ペットシーツなど )

固形燃料　アール君

皆さんのご協力を

お願いいたします。

分別の方法などは、ガイドブックか、

今月号の折り込みチラシをご覧ください。

◆お問い合わせ◆

町環境対策課　☎ 56-8008

清掃センター　☎ 22-5355〔       〕

雪が降る前に再確認!

空き家の管理は大丈夫ですか？
　空き家は全国的な問題になっていますが、町内も例外

ではありません。近年、役場にも空き家で管理されてい

ない建物の相談が増えています。

　しかし、空き家の管理は、役場が積極的に関わること

ができません。それは、建物が持ち主の「財産」である

ためです。

　使用していないものはどんなものでも管理する気持ち

が薄れてしまいがちですが、建物は大きなものであるた

め、管理しなければ被害を与える恐れがあります。

　特に倶知安は雪への対応が重要です。屋根の雪降ろし

などしなければ落雪による被害を与えてしまいますし、

建物自体もダメージを受けてしまうので、財産としての

価値もどんどん失っていきます。

　所有されている空き家がありましたら、管理について

今一度ご確認と対策をお願いします。

　また、通行人など第三者に危害をおよぼすような管理

不全の空き家で、所有者等と連絡がとれないまたは対応

してくれない場合がありましたら、町企画振興課景観対

策室 (☎ 56-8012) にご相談ください。（隣同士の関係に

限定される場合は町が関わることができません）

　旧国鉄胆振線の廃止代替バスとして、倶知安と喜茂別、

伊達の区間を運行しているバスが、10 月から新しくな

りました。

　このバスは、胆振線の倶知安・京極・喜茂別・壮瞥・

伊達の 5市町がバス転換時に積み立てた基金（国の交付

金を原資）から道南バスに補助しています（7年に 1度）。

　今回は 10 月のダイヤ見直しと利用者の状況を踏まえ、

中型車 8 台を導入しました（前回は大型車含む 9 台）。

車いすも利用できるバリアフリー対応のバスです。

　北湯沢温泉や終点の伊達まで、新車での快適な「路線

バスの旅」はいかがでしょうか。

道南バス　新車を導入！

車いす用のスペース

新車の仕様

乗車定員 56 名

座席数 25 席

乗降ステップ ノンステップ

車いす
スペース

1台分

【道南バス　倶知安⇔喜茂別・伊達　10月からダイヤ改正しています】
　10 月からの改正で、特に小樽・札幌方面か

らの“帰り（JR からの乗り換え）”が便利にな

りました。

　右の例以外の便も JR との乗り換えや通勤通

学に便利になっています。詳しくは道南バスの

時刻表をご覧ください。

■お問い合わせ／町企画振興課企画係

　　　　　　　　　　　　☎ 56-8001

例 1）「六郷」バス停付近にお住

まいで、小樽の病院に通院して

いる Aさん。

小樽駅14:50発のJR（倶知安行き）

に乗車　　　

　　倶知安駅に 16:17 到着し、

道南バスターミナルから喜茂別

行き 16:30 発に乗車（乗継 13 分）

　　「六郷」バス停に 16:36 下車

（運賃 190 円）〔じゃがりん号よ

りも乗車時間が短い〕

例 2）「白樺団地」バス停付近に

お住まいで、札幌に買物に出か

けた Bさん。

札幌駅17:53発のJR（倶知安行き）

に乗車　　　

　　倶知安駅に 19:46 到着し、道

南バスターミナルから喜茂別行き

19:52 発に乗車（乗継 6分）〔今ま

ではこの JRに乗り継ぐバスなし〕

　　「白樺団地」バス停に 19:57

下車（運賃 190 円）

　冬期間、自家用車の運転による事故の危険性

が高まるので、沿線にお住まいの方は安全で安

心なバス、鉄道を積極的にご活用ください。

分別を試行

空き家を所有されている方へ

近所の空き家でお困りの方へ


